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(57)【要約】
歯無し、コイル無しのジッパーシステム（１０）は、少
なくとも１つのジッパーストリップ（１２）を含み、該
ジッパーストリップは、テープ（１４ａ、１４ｂ）及び
プロファイル（１１）を特徴とし、略Ｕ字形体（１６）
から構成するコア（１８）であって、該略Ｕ字形体（１
６）に取着した又は該略Ｕ字形体と共に形成したウェビ
ング（１７）の一部から構成しても、しなくてもよいコ
ア（１８）、及びコアカバー（２４）を含む。ジッパー
摺動手段を、ストリップを開閉するために使用し、それ
により、ストリップの第１及び第２の相互接続部（１１
）を、強制的に互いに係合したり、強制的に互いに係合
解除したりしてもよい。【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
歯無し、コイル無しのジッパーシステム（１０）であって、少なくとも第１の両性具有の
ジッパーストリップ（１２）は、剛性、半剛性、可撓性、半可撓性である材料からなる群
から選択した２つ以上の材料を含む　ことを特徴とするジッパーシステム（１０）。
【請求項２】
前記ジッパーストリップ（１２）は、　相互接続部（１１）；及び　テープ（１４ａ、１
４ｂ）を備える　請求項１に記載のジッパーシステム。
【請求項３】
前記ジッパー相互接続部（１１）及びテープ（１４ａ、１４ｂ）は、　コア（１８）；及
び　コアカバー（２４）を備える　請求項２に記載のジッパーシステム。
【請求項４】
前記コア（１８）は、前記ストリップの前記プロファイル、テープ、又はプロファイルと
テープの両方を補強するよう機能する略Ｕ字形体（１６）に取着するウェビング（１７）
の一部を備え；　前記コアカバー（２４）は、前記コア（１８）の前記略Ｕ字形体（１６
）及び前記ウェビング（１７）の一部上に延在し、該略Ｕ字形体及び該ウェビングを包囲
して、前記第１及び第２ストリップ（１２）の前記ジッパーテープ（１４ａ、１４ｂ）及
びプロファイル（１１）を形成する　請求項３に記載のジッパーシステム。
【請求項５】
前記ジッパーストリップ（１２）は、　前記第１及び第２ジッパーストリップ（１２）を
、互いに対して、ジッパー摺動手段が前記第１及び第２ストリップ（１２）を一方向に横
断すると、前記第１及び第２ストリップ（１２）の前記第１及び第２相互接続部（１１）
が、強制的に互いに係合し、前記ジッパー摺動手段が、前記第１及び第２ストリップ（１
２）を第２反対方向に横断すると、前記第１及び第２ストリップ（１２）の前記第１及び
第２相互接続部（１１）が、其々、強制的に互いに係合解除するように配設する　請求項
２に記載のジッパーシステム。
【請求項６】
前記コアカバー（２４）を、前記コア（１８）上に配設した前記材料が、前記コア（１８
）の形状に略一致するように形成する　請求項３に記載のジッパーシステム。
【請求項７】
前記略Ｕ字形体（１６）は、突出コネクタ（１８ａ、１８ｂ）を有し、該コネクタを、隣
接する略Ｕ字形体の突出コネクタに連結するように適合する　請求項４に記載のジッパー
システム。
【請求項８】
前記ウェビング（１７）の一部を、２側壁（１６ａ、１６ｂ）及び接続底壁（１６ｃ）を
有する前記略Ｕ字形体（１６）と共に形成する　請求項４に記載のジッパーシステム。
【請求項９】
前記ウェビング（１７）の一部を、２側壁（１６ａ、１６ｂ）及び接続底壁（１６ｃ）を
有する前記略Ｕ字形体（１６）と分離して形成する　請求項４に記載のジッパーシステム
。
【請求項１０】
前記第１及び第２側壁（１６ａ、１６ｂ）の上端（１６ｄ）を、前記ウェビング（１７）
の一部にある未接続の溝（２２）の１つ内に配設する　請求項９に記載のジッパーシステ
ム。
【請求項１１】
セグメント化した略Ｕ字形体（１６）を含む　ことを特徴とするコア（１８）。
【請求項１２】
セグメント化しない略Ｕ字形体（１６）を含む　ことを特徴とするコア（１８）。
【請求項１３】
前記コア（１８）は、２つ以上の相互接続する略Ｕ字形体（１６）を含む　請求項１１に
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記載のジッパーシステム。
【請求項１４】
前記コア（１８）は、２つ以上の独立した略Ｕ字形体（１６）を含む　請求項１１に記載
のジッパーシステム。
【請求項１５】
前記ストリップ（１２）は、該ストリップが応力を受ける同じ力成分で咬合しない　請求
項１に記載のジッパーシステム。
【請求項１６】
前記コアカバー（２４）は、任意のポリマー、金属、セラミック、又はプラスチック、エ
ラストマー、フィルム、織材料、及び不織材料等の複合材料である　請求項３に記載のジ
ッパーシステム。
【請求項１７】
前記コアカバー（２４）を、ラミネート、フィルム、ペイント、プリント、又は布等のポ
リマーからなる群から選択する材料でコーティングする　請求項３に記載のジッパーシス
テム。
【請求項１８】
前記コア（１８）は、前記コアカバー（２４）を構成する前記材料と異なり、且つ分離し
た材料から成る　請求項３に記載のジッパーシステム。
【請求項１９】
前記ジッパーストリップ（１２）の分離を防止するリブ（２７ａ～２７ｄ）を更に含む　
請求項１に記載のジッパーシステム。
【請求項２０】
前記ウェビング部（１７）及び前記コアカバー（２４）を、機械的取着方法、熱取着方法
、及び化学的取着方法の少なくとも１つによって材料に取着する　請求項４に記載のジッ
パーシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ジッパーシステムに関し、詳細には、可撓性の閉鎖ストリップに関する。　
【０００２】
（関連出願の相互参照）　この非仮特許出願は、２０１６年１月２０日付で出願された特
許文献１、２０１６年３月１０日付で出願された特許文献２、２０１６年４月３日付で出
願された特許文献３の利益を主張するものであり、該出願全てを、本出願に全体として組
込む。
【背景技術】
【０００３】
様々な閉鎖装置が、布状材料片を一緒に接合し、分離するのに利用されてきた。ジッパー
スライダを有するものを含む弾性ファスナは、当該技術分野において周知である。締結装
置は、典型的には、歯又はコイルを有する２つの可撓性の長尺部品を含み、該長尺部品に
沿ってジッパースライダを移動させることによって、歯又はコイルを、強制的に咬合及び
分離させる。一般に、この種のファスナは、一対の可撓性閉鎖ストリップを含み、該各ス
トリップは、連続長でポリマー樹脂材料から押出成形され、咬合リブ及び溝構造を有する
。可撓性閉鎖ストリップ対其々の構造は、互いに類似してもよく、締り嵌めで互いに係止
してもよい。或いは、可撓性閉鎖ストリップ対の片方は、雄咬合部材を有してもよい一方
で、対のもう片方は、雄咬合部材を締り嵌めでスナップ結合してもよい雌咬合部材を有し
てもよい。非類似ストリップは、１つの雄ストリップ及び１つの雌ストリップを有する。
類似ストリップは、其々、雌雄両方／両性具有であるが、必ずしも全く同じではない。　
【０００４】
これら２可撓性閉鎖ストリップのどちらかの弾性ファスナを、ジッパースライダを用いて
、該スライダを一方向に引張ると、開閉するようにしてもよく、反対方向に引張ると、弾
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性ファスナを分離するようにしてもよい。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】アメリカ仮特許出願第６２／２８１，１６３号
【特許文献２】アメリカ仮特許出願第６２／３０６，６２４号
【特許文献３】アメリカ仮特許出願第６２／３１７，６０３号
【発明の概要】
【０００６】
本発明の一実施形態によると、ジッパーシステムが開示されており、該ジッパーシステム
は、ジッパーストリップの長さを延長するプロファイル／相互接続部及びテープを有する
少なくとも第１のジッパーストリップを特徴とする。少なくとも第１のストリップは、剛
性、半剛性、可撓性、半可撓性である材料からなる群から選択される２つ以上の材料で構
築される。また、ジッパーシステムは、第１ストリップと同様な少なくとも第２ストリッ
プを有する少なくとも第１ストリップを含む。　
【０００７】
本発明の構造、動作、及び利点は、添付図と共に以下の記述を検討すると、一層明白にな
るであろう。図は、説明を目的としており、限定を目的とするものではない。説明を明確
にするために、幾つかの図中の特定の要素は、省略されることがあり、又は縮尺通りに図
示しないこともある。断面図は、「スライス（ｓｌｉｃｅ）」、又は「近視的（ｎｅａｒ
－ｓｉｇｈｔｅｄ）」断面図の形とすることがあり、説明を明確にするために、「真の（
ｔｒｕｅ）」断面図では視認できるはずの特定の背景線を省略することがある。　
【０００８】
以下の記述に付随する図面では、参照番号及び記号（符号（ｌａｂｅｌ）、テキスト記述
）　両方を使用して、要素を識別することがある。記号が付されている場合、記号は単に
読者の助けとして意図されており、限定として解釈されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明による、別々の材料片に取付けた改良ジッパーストリップを相互係合させ
た、立体正面図。
【図２】本発明による、ジッパーのストリップのコアの立体背面斜視図。
【図３】本発明による、ジッパーのストリップの一部を形成するコアカバー内に埋め込ま
れたコアの背面断面斜視図。
【図４】本発明による、ジッパーのストリップの一部分の長さの立体前面断面斜視図。
【図５】本発明による、互いに係合して取外可能に取着した後のジッパーのストリップの
２部分の断面上面図。
【図６】本発明による、係合又は係合解除するように位置合せしたジッパーのストリップ
の２部分の立体側面斜視図。
【図７】本発明による、ジッパーのストリップを咬合させてもよい代替的な方法の上面図
。
【図８】本発明による、カバー内に埋め込んだ一体的な略Ｕ字形体とウェビングから形成
する、ジッパーのストリップを、咬合させる代替的な方法の上面図。
【図９】本発明による、ジッパーのストリップを咬合させてもよい代替的な方法の上面図
。
【図１０】本発明による、スライダの第２の実施形態の後方三次元図。
【図１１】本発明による、スライダの二二の実施形態の正面、三次元図。
【図１２】本発明による、二部分を有するスライダの二二の実施形態の正面、三次元断面
図。
【図１３】本発明による、ジッパースライダシステムの第３の実施形態の前部三次元図。
【図１４】本発明による、二部分を有するジッパースライダシステムの三三の実施形態の



(5) JP 2019-502486 A 2019.1.31

10

20

30

40

50

前部三次元図。
【図１５】本発明による、ジッパーテープのストリップを連動させることができる代替的
な方法の側面図。
【図１６】本発明による、改良されたジッパースライダの三三の実施形態の三次元正面図
。
【図１７】本発明による、断面図であって、該ジッパーテープのストリップの断面図。
【図１８】本発明による、ジッパーテープのストリップを連動させることができる代替的
な方法の側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
以下の記述では、本発明の完全な理解を提供するために、多数の細部について記載する。
当業者には、本発明の結果を依然として達成しながら、これらの特定の細部の変形が可能
であることが理解されよう。周知の処理ステップについては、本発明の記述を不必要に不
明瞭にすることを避けるために、通常、詳細には記述しない。　
【００１１】
以下の記述では、本発明の説明に役立つ実施形態に関して、例示的な寸法を提示すること
がある。かかる寸法は、限定として解釈されるべきではない。かかる寸法は、比率の認識
を提供するために含まれる。概して、比率は、様々な要素間の、配置、対照的な構成につ
いての関係であり、時には、相対的な大きさが重要となることもある。　
【００１２】
以下の記述に付随する図面では、多くの場合、参照番号と記号（符号、テキスト記述）の
両方を使用して、要素を識別する。記号が付されている場合、記号は単に読者の助けとし
て意図されており、限定として解釈されるべきではない。　
【００１３】
ジッパーとして一般に知られるスライドファスナーは、２枚の隣接する、布状材料等の材
料片を開閉するのに有用であることが長年知られている。従来のジッパーは、典型的には
、いずれか一方の側に、布状材料等の材料の略同じ大きさ部分から作製したトラッキング
ベース又はテープ、トラッキングベースに取着した、閉鎖時に咬合し、開放時に係止解除
する一連の歯又はコイル、及び咬合歯を含む各トラックに取着する咬合歯を開閉する摺動
手段から成る。しかしながら、従来のジッパーには、特有の機械的脆弱性があり、この脆
弱性は、ジッパーストリップが、トラッキングベース上にある２つの一連の小歯又はコイ
ルを含み、該小歯又はコイルが、摺動装置をトラッキングベースの長さ方向に沿って移動
させたときに、咬合歯の２つの一連の小歯又はコイルを互いに引寄せることで発生する力
によって、互いに咬合する点に起因する。対向する力が、トラッキングベース上の布状材
料等の材料の２つの略同じ大きさ部分にある２つの一連の小歯又はコイルを、互いに引き
離す場合に、例えば、ジッパーが、強制的に閉じた満杯のスーツケース上にある場合等に
発生する。その結果、従来のジッパーは、同じ力成分で、ジッパーが応力を受けて、引張
られる、咬合される、及び係止解除されるために、応力を受けると、特有の脆弱性がある
。これにより、接合が極めて弱くなる。　
【００１４】
改良ジッパーシステム１０のストリップ１２は、組合せてジッパーストリップ１２の長さ
を形成する２本のジッパーテープ１４ａ及び１４ｂ及びプロファイル／相互接続機構１１
の新規な向き及び取着を利用する。ジッパーストリップ１２の２本のテープ１４ａ及び１
４ｂを、図５参照、布状材料等の材料の別々な部分１５ａ及び１５ｂに、其々取付ける。
以下でより詳細に説明するように、ジッパーの２ストリップ１２の向きは、ジッパーシス
テム１０にかかる力を、ジッパーストリップ１２の平面外へと、方向変化させ、それによ
り、ジッパーシステムが、咬合及び係止解除する以外の異なる力成分で、応力を受け、引
張られるため、典型的な従来技術のジッパーシステムよりも磨耗や破損が少ない。各スト
リップ１２は、互いに独立して設けても、設けなくてもよい。改良ジッパー１０は、滑ら
かに動作し、従来のジッパーで一般的に見られる摩擦を低減するように設計されている。
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【００１５】
図１は、衣類やスーツケース等の布状材料等の材料の別々な部分１５ａ及び１５ｂに取付
けた改良ジッパーシステム１０を示している。一般に、改良ジッパーシステム１０は、２
つのストリップ１２からなる構造体であり、該ストリップは、図５で示されるように、ジ
ッパーシステムを閉じた状態に密閉するように相互接続されても、又はされなくてもよい
。ストリップ１２は、互いに類似しているが、これは、ストリップが其々雄雌両方のスト
リップであるためである。改良ジッパーシステム１０は、２ストリップ１２を、開閉して
、密閉したジッパーを形成してもよい、又はしなくてもよいように構成されている。　
【００１６】
コア１８を、互いに相互接続されてもよい、又はされなくてもよい略Ｕ字形体１６の１つ
又は複数から構成する。また、ワイヤキャリア、ウェビング１７の一部を含むこと、或い
はワイヤキャリアでウェビング１７の一部を不要にして、２ストリップ１２のテープ及び
プロファイルを補強することも本発明の範囲内とする。略Ｕ字形体１６は、２側壁１６ａ
及び１６ｂと、接続底壁１６ｃとを有する。略Ｕ字形体１６を、典型的には金属で構築し
、任意の所望する寸法を有してもよい。任意の所望する数の個別の略Ｕ字形体１６を存在
させてもよく、該数は、通常ジッパーストリップ１２の長さによって決まる。略Ｕ字形体
１６をセグメント化されていないワイヤで作製することは、本実施形態の条件の範囲内で
ある。更に、２ストリップ１２は、略Ｕ字形のコア又はウェビングを組込む必要がないこ
とに注目すべきである。　
【００１７】
図２は、ストリップ１２のコア１８の詳細図を示している。ストリップ１２が示されてい
るが、２ストリップ１２は、両方共、両性具有な形状をした同じ略Ｕ字形をしているため
、類似していることに注目すべきである。　
【００１８】
略Ｕ字形体１６を接続するが、略Ｕ字形体１６は、互いから容易に取外可能に若しくは取
除けるように適合させてもよい又はしなくてもよい。図２及び図３に示すように、第１側
壁１６ａ及び第２側壁１６ｂ其々には、１つ又は複数の突出コネクタ１８ａ及び１８ｂを
其々配設し、該コネクタを、隣接する略Ｕ字形体の１つ又は複数の突出コネクタ１８ａ及
び１８ｂに連結する。各略Ｕ字形体１６のコネクタ１８ａを、隣接するコネクタのコネク
タ１８ａに取着し、各略Ｕ字形体から突出するコネクタ１８ｂを、隣接する略Ｕ字形体か
ら突出するコネクタ１８ｂに取着する。これらの小コネクタ１８ａ及び１８ｂの連結によ
り、確実に、略Ｕ字形体１６を接続しつつ、略Ｕ字形体間の結合が過度に強固にならなく
なる。これは、各コネクタ１８ａ及び１８ｂの表面積が比較的小さいためである。図示し
てはいないが、底壁１６ｃには突出コネクタが存在しても、しなくてもよい。略Ｕ字形体
は、互いに相互接続されなくてもよいため、０個の突出コネクタを含むあらゆる数の突出
コネクタを存在させてもよい。　
【００１９】
ウェビング１７の一部は、２ストリップ１２から外側に突出し、例えば、図１に示したよ
うに、２ストリップ１２を開閉する位置に隣接して、布状材料等の材料の別々な部分１５
ａ及び１５ｂに取着される。一般に、ウェビング部１７及びコアカバー２４
を、縫合等の機械的取着方法、又は溶接法等の熱取着方法、又は接着剤を塗布する等の化
学的取着方法のいずれかによって材料に取着する。ウェビング１７は、隣接するが非接続
の溝２２の複数の平行な列２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、及び２０ｄ（２０ａ～２０ｄ）を含
む。ウェビング１７には、所望の数の溝２２を存在させてもよい。　
【００２０】
第１側壁１６ａ及び第２側壁１６ｂの上端部１６ｄを、各溝２２内に配設するように設計
し、それにより相互接続する略Ｕ字形体１６を溝の所望する列２０ｄに自由に取付ける。
溝の列２０ｄについては、相互接続する略Ｕ字形体１６に係合させて図示したが、所望す
る列２０ａ～２０ｄのいずれかを、相互接続する略Ｕ字形体１６に固定してもよい。　
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【００２１】
図３は、相互接続部１１の詳細な断面図を示しており、該相互接続部は、ジッパーのスト
リップ１２のコアカバー２４によって被覆したコア１８を含む。コアカバー２４は、コア
１８上に延在し、コア１８を包囲して、ジッパーのストリップ１２を形成する。図３では
、コア１８への矢印は、ウェビング１７がコア１８の一部であることを、図２で、略Ｕ字
形体１６がコア１８の一部であることを示したように、表していることに留意されたい。
コアカバー２４を、耐高温フィルム等の耐熱材料、ポリマー材料、エラストマー材料、織
材料、及び／又は不織材料等の、任意の好適な材料で構築してもよい。コアカバーは、ラ
ミネート、フィルム、ペイント、プリント、又は布等のポリマーからなる群から選択する
材料から構成するコーティングを有してもよい。　
【００２２】
コアカバー２４は、相互接続する略Ｕ字形体１６とウェビング１７の一部の上に延在する
。コア被覆部２６は、略Ｕ字形体１６の内外を包む。コア被覆部２６の内スロット２６ａ
は、相互接続部２８を形成し、該相互接続部を、典型的には、側壁１６ｂに向かい突出す
る２つのリブ２７ａ及び２７ｂ、及び各略Ｕ字形体１６の２側壁１６ａ及び１６ｂの側壁
１６ａに向かい突出する対向リブ２７ｃ及び２７ｄから形成する。咬合部２８を、２側壁
２６ａ及び２６ｂ及び接続底壁２６ｃ内に形成する。咬合部２８を、図５に見られるよう
に、ジッパーの２ストリップ１２が互いに係合できるように設計する。０個のリブ及び溝
を含む、あらゆる数のリブ及び溝を存在させてもよい。　
【００２３】
図４に見られるように、側壁１６ａの咬合部２８は、第１側壁１６ａから外方に延在する
第１及び第２の固体形状を保持して連続的に長手方向に延在するリブ２７ａ及び２７ｂ、
及び、ストリップ１２の第２側壁１６ｂから外方に延在する第１及び第２固体形状保持連
続長手方向延在リブ２７ｃ及び２７ｄを含む。湾曲した底部内壁２６ｃは、リブ２７ｂ～
２７ｄから延在する。連続長手方向延在リブ２７ａ、２７ｂ、２７ｃ、及び２７ｄを、内
壁２６ｃに向かい内方に傾斜させる。第１長手方向溝３４を、２つの固体形状保持連続長
手方向延在リブ２７ａと２７ｂの間に形成し、第２長手方向溝３５を、第２固体形状保持
連続長手方向延在リブ２７ｂと底壁１６ｃとの間に形成する。第１長手方向溝３６を、２
つの固体形状保持連続長手方向延在リブ２７ｃと２７ｄの間に形成し、第２長手方向溝３
７を、第２固体形状保持連続長手方向延在リブ２７ｄと底壁１６ｃとの間に形成する。　
【００２４】
２ストリップ１２を、図５に示すように相互接続すると、リブ２７ａ及び２７ｂは、第１
ジッパーストリップ１２の長手方向溝３７及び３６内に其々配置される。第１の改良ジッ
パーストリップ１２の長手方向溝３４を、第２ジッパーストリップ１２のリブ２７ｄと位
置合せし、それにより、該２ストリップ１２を、図５に示すように、相互接続させる。そ
れと同時に、リブ２７ｃを、長手方向溝３５内に配設する。　
【００２５】
コア被覆部２４は、ウェビング１７上に延在する。コア被覆部２４を、布状材料等の材料
の別々な部分１５ａ及び１５ｂに、縫合等の機械的取着方法、又はコア被覆部に接着剤を
塗布した後、ウェビング１７を被覆するコア被覆部２４を、閉鎖する布の別々な部分１５
ａ及び１５ｂに取着する等の化学的取着方法のどちらかによって、或いは、コアカバーを
加熱して、コアカバーを材料に熱溶着／結合する等の熱取着方法によって、取着する。　
【００２６】
図４は、ストリップ１２の立体正面斜視図である。相互接続している略Ｕ字形体１６及び
ウェビング１７の一部を、コアカバー２４によって包んでいる。　
【００２７】
ストリップ１２を、図５の断面図で説明するように、互いに係合し、取外可能に取着する
。ストリップ１２は、図５で示すように、長手方向溝３４、３５、３６及び３７と４つの
固体形状保持連続長手方向延在リブ２７ａ～２７ｄとを係合させることによる締り嵌めで
、一緒に係止してもよい。リブ２７ａ～２７ｄは、第１ストリップ１２が、第２ストリッ
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プ１２と一旦接合されると、第２ストリップ１２から容易に係合解除するのを防止する。
　
【００２８】
ストリップ１２を密閉した後、第１ストリップ１２の略Ｕ字形体１６の各側壁１６ａは、
第２ストリップ１２の略Ｕ字形体１６の咬合部２８内に延在する。第１連続長手方向延在
リブ２７ａを、第２長手方向溝３７内に収容し、第２連続長手方向延在リブ２７ｂを、第
１長手方向溝３６内に収容する。同様に、第１ストリップ１２の略Ｕ字形体１６の各側壁
１６ｂは、第２ストリップ１２の略Ｕ字形体１６の咬合部２８内に延在する。第１連続長
手方向延在リブ２７ｃを、第２長手方向溝３５と位置合せし、第２連続長手方向延在リブ
２７ｄを、第１長手方向溝３４内に収容する。　
【００２９】
摺動手段は、２ストリップ１２の対を互いに係合させる及び分離させることによって、ジ
ッパーシステム１０の開閉動作を制御する要素である。図６に示したように、摺動手段は
、ストリップ１２の遠位端２１ａ及び２１ｂから第１方向に、其々ジッパーのストリップ
の近位端２３ａ及び２３ｂへと横断し、２側壁２６ａ及び２６ｂ内に形成した咬合部２８
と、各ストリップの接続底壁２６ｃとを、図５に見られるように、強制的に互いに係合し
て、２ストリップを互いに固定する。ストリップ１２を互いに係合解除するには、摺動手
段を、近位端２３ａ及び２３ｂから遠位端２１ａ及び２１ｂにストリップを横断するよう
に、第２の反対方向に移動し、各ストリップを、強制的に互いに係合解除させる。所望で
あれば、遠位端を、図１に示すように、下止２９によって互いに固定してもよい、又はし
なくてもよい。　
【００３０】
ストリップ１２は、図５で示すように、長手方向溝３４、３５、３６及び３７と固体形状
保持連続長手方向延在リブ２７ａ～２７ｄとを係合させることによる締り嵌めで、互いに
係止してもよい。溝３６及び３７内で係合するリブ２７ａ～２７ｂ及び溝３４及び３５と
係合するリブ２７ｃ及び２７ｄは、第１ストリップ１２が、第２ストリップ１２と一旦接
合されると、第２ストリップ１２から容易に係合解除するのを防止する。　
【００３１】
図６は、本発明による、係合又は係合解除するように位置合せしたジッパーのストリップ
の２部分の立体側面図である。　
【００３２】
図７は、ジッパーのストリップ１２を、略Ｕ字形体３００ａ及び３００ｂによって咬合さ
せてもよい代替的な方法の上面図である。　
【００３３】
図８は、略Ｕ字形体４０２ａ及び４０２ｂと一体的なウェビング４０４ａ及び４０４ｂを
コアとしてカバー４０６ａ及び４０６ｂ内に埋め込んで其々形成したジッパーのストリッ
プ１２を咬合させる代替的な方法の上面図である。　
【００３４】
図９は、ストリップ１２を、略Ｕ字形体５００ａ及び５００ｂによって咬合させてもよい
代替的な方法の上面図である。この実施形態では、両ストリップ１２は、同じ方向に延在
している。　
【００３５】
本発明について、特定の好適な一実施形態又は複数の実施形態に関して図示し、記述した
が、本明細書及び添付図を読み、理解することにより、当業者には、特定の均等な変更及
び変形が想起される。特に、上記構成要素（組立体、装置等）によって実行する様々な機
能に関して、かかる構成要素を記述するのに使用する用語（「手段（ｍｅａｎｓ）」に関
するものを含む）は、別段の指示がない限り、たとえ、本明細書で説明した本発明の例示
的実施形態において機能を実行する開示した構造と構造的に同等でなくても、上記構成要
素の特定の機能を実行する任意の構成要素に対応する（即ち、機能的に同等である）もの
とする。更に、本発明の特定の特徴について、幾つかの実施形態中一つだけに関して開示
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したかも知れないが、かかる特徴を、任意の所与の又は特定の用途にとって望ましい、及
び有利である可能性がある際には、他の実施形態の１つ又は複数の特徴と組合せてもよい
。
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